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研究成果の概要（和文）：本研究では、レム睡眠の選択的な抑制（レム断眠）が感情記憶の銘記と忘却に与える
効果を明らかにすることを目的とした。同時に、レム断眠が連合記憶に及ぼす効果を検証した。解析の結果、感
情写真記憶および連合記憶の記銘能力は、前夜の全断眠に影響を受け、低下することが明らかになった。しか
し、両記銘能力はレム断眠の影響は受けないことが分かった。この結果は、ヒトの感情記憶や連合記憶の記銘に
は前夜のレム睡眠ではなく、ノンレム睡眠が大切であることを示している。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the effect of REM deprivation on emotional memory
 encoding and forgetting. We also tried to clarify the REM deprivation on source memory encoding. As
 the results, we confirmed that the emotional and source memory encoding were deteriorated by the 
total sleep deprivation but not by the REM deprivation. This suggests that the importance of non-REM
 sleep for memory encoding.

研究分野：睡眠心理学
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１．研究開始当初の背景 
  睡眠は記憶に必要な生理現象である。目覚
めているときに一時的に蓄えられた記憶は、
睡眠中に長期記憶に組込まれることが知ら
れている。睡眠にはノンレム睡眠とレム睡眠
があるが、ノンレム睡眠は、海馬依存性の連
合記憶の定着に重要な役割を果たすことが
分かっている。その一方で、レム睡眠が記憶
に果たす役割については未解明なことが多
い。 
レム睡眠には、感情を伴う夢を見ている、
感情に関わる脳部位（扁桃体）が活発に活動
している、向精神薬によって選択的に妨害さ
れるなどの特徴があり、レム睡眠は感情を伴
う記憶（感情記憶）と密接に関わっているこ
とが強く示唆される。しかし、感情記憶とレ
ム睡眠の関係を実証的に示した研究はほと
んどない。本研究では、申請者が行った予備
実験の方法を用いて、レム睡眠の阻害（レム
断眠）が感情記憶に及ぼす効果を検証する。 
申請者は、先行予備実験において興味深い
結果を得た。断眠（ノンレム睡眠・レム睡眠
の両方を含む）の直後には、通常睡眠後と比
べて、不快な記憶が残りやすいが、数日後に
は、逆に忘却されやすくなることである（図
１参照）。この結果は、断眠が不快記憶の固
定防止に役立つことを意味しており、場合に
よっては、「睡眠障害（不眠）」が適応的な意
味を持つことを示唆している。たとえば私た
ちは、強いストレスを経験すると夜に眠れな
いことがある（急性不眠）。これは不快な経
験を記憶に定着させないための適応的反応
であるのかもしれない。しかし、多くの人は、
「睡眠はとらなければならい」という固定観
念に縛られ、眠れないことを過度に気に病む
傾向がある。不眠への過度の心配がさらなる
不眠を生み、悪循環の末に慢性不眠に陥るこ
とは、ストレス経験後に問題視される現象の
ひとつである。 
しかし、本研究の仮説が正しければ、一時
的な不眠はそれほど心配するものではなく、
むしろ不快記憶を残さないための適応反応
である可能性が高い。これは、不眠に対する
一般的な認識を変えるものである。このこと
を実証するために、本研究では、レム睡眠を
選択的に阻害したときの感情記憶の再認率
の変化を比較的長期（8 日間）にわたって調
べる。 

 
２．研究の目的 
請者らによる予備検討によると、断眠（不眠）
によって、不快な記憶は忘却されやすくなる。
これは、不眠が嫌な出来事を記憶に残さない
ための適応的な生理応答であることを示唆
している。この現象にはレム睡眠が深く関与
していると考えられるが、これまでに実証研
究はほとんどない。本研究では、レム睡眠の
選択的な抑制（レム断眠）が感情記憶の固定
と忘却に与える効果を明らかにする。 
 

３．研究の方法 
本研究では、レム断眠が感情記憶（感情写真
の記憶）と忘却に及ぼす効果を検証する。同
時に、レム断眠が連合記憶に及ぼす効果を検
証する。本項では、最初に記憶課題について
説明し、次に実験手続きを説明する。 
感情記憶課題（写真記憶・再認課題） 
感情記憶課題では、被験者は、液晶ディスプ
レイ上に提示される写真（180 枚）を記憶す
る。その後の再認テストにおいて、写真が過
去に提示されたものかどうかを判断する。刺
激の感情価が統制されていることを確認す
るため、再認テストでは、写真の感情価およ
び覚醒度の評定を行う。写真は、感情研究で
国際的に使われている写真セットから 720枚
を選定して用いる。倫理上問題があると判断
される極度に不快な写真は除外し、感情価と
覚醒度は、条件間または課題セッション間で
同価になるよう調整する。刺激セットは先行
予備実験において用いたものであり、感情価
（不快=2.85、どちらでもない=5.18、快=7.14）
と覚醒度（不快=5.25, どちらでもない=3.53, 
快=5.23）の妥当性の検討を終えている。 
連合記憶課題 
この課題では、写真が提示される直前に色の
ついた枠（赤・青・黄・緑のいずれか）が提
示される。被験者は写真と枠線の組み合わせ
を記憶する（連合記憶）。再認テストでは、
まず写真を憶えているかどうかを判断し、憶
えている写真に対応した枠の色を 4択で答え
る。この連合記憶課題は、海馬依存性である
ことが fMRI を使った研究で確認されている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
実験手続きの概要：被験者は、夜間就床時刻
の約 2時間前に実験室に到着し、睡眠脳波記
録用の電極を装着し、防音室内で眠る。実験
者は、防音室の外に設置されたモニターで睡
眠脳波を観察し、レム睡眠特有の急速眼球運
動が生じたら被験者の腰部に振動刺激を与
え、数秒間の覚醒を生じさせる。腰部刺激に
はコイン型振動装置を用いる。申請者らの先
行研究において、腰部振動刺激によって数秒
間の覚醒反応を生じさせることができ、繰り
返しによる刺激への順応はほとんど生じな
いことが確認されている（Iizuka and Kaida, 

図 1 記憶課題の例 
被験者は、写真（不快・中性・快）
と同時に、枠の色と写真の組み合わ
せを記憶する。 



2011, Sleep and Biological Rhythms: 409）。本実
験では、下記 2条件（被験者内比較計画）を
設定する（ただし、第一夜効果を防ぐため、
実験開始前に順応夜を設ける）。① レム睡眠
を確認したらすぐに覚醒させレム睡眠を妨
害する「レム断眠条件」、② レム睡眠を確認
して 20分後に目覚めさせる「統制条件」（条
件の順序は被験者間でカウンターバランス
をとる）。午前 0 時から午前 8 時までの睡眠
中、レム睡眠が生じるたびに短時間の覚醒を
繰り返す。被験者は、午前 8時に目覚めた後、
気分状態質問紙（Japanese version of the profile 
of mood states: POMS; Hashimoto and Tokunaga, 
1995, Journal of Health Science: 43-50）に記入
し、記憶課題を行う。記憶課題の 10 分後に
１回目の再認テストを行う。記憶課題と再認
テストの間の 10 分間には、記憶の再生（リ
ハーサル）をすることを防ぐため、「Snood」
と呼ばれるパズルゲームを行う。この手順は、
テュービンゲン大学の Jan Born教授のグルー
プ（申請者は 2011年 9-12月に在外研究のた
め滞在）により、妥当性が確認されている。 
両条件における覚醒水準や気分状態が統制
されていることを確認するため、記憶課題お
よび再認テスト終了後には、ビジランス課題
（psychomotor vigilance task, Dinges et al., 
1997, Sleep: 267-277）、気分状態質問紙への記
入を行う。実験の手続きを下図に示す。再認
テストは、1 日目（記憶課題直後）だけでな
く、3 日目、8 日目の午前 9 時から行い、記
憶の忘却過程を追跡する。 
 

 

 

 

 
 
４．研究成果 
解析の結果、感情写真記憶および連合記憶
の記銘能力は、前夜の全断眠に影響を受け、
低下することが明らかになった。しかし、両
記銘能力はレム断眠の影響は受けないこと
が分かった。この結果は、ヒトの感情記憶や
連合記憶の記銘には前夜のレム睡眠ではな
く、ノンレム睡眠が大切であることを示して
いる。 
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